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１．研究計画の概要 

この研究は、社会的排除に抗するインクル
ーシヴな社会を形成するための、地域社会に
おける都市型中間施設モデル及び活動モデ
ルを創出しようとするものである。その際、
国際的ネットワークのもとで計画・実施・評
価を行い、各国あるいは地域間の差異と共通
項とを整理し、一般化可能なモデルに練り上
げていくことをめざす。 

年度ごとの研究計画の概要は下記の通り
である。 
２００７年度 

研究計画について共同研究者、国際ネット
ワーク拠点と合意を形成し、アクションリサ
ーチに着手し軌道に乗せることを目標とす
る。 
２００８年度 

各国各地においてアクションリサーチの
中間評価を実施し、中間報告会（国際定例研
究会）開催、中間報告書作成を行い、最終の
成果に向けて必要に応じた軌道修正を行う。 
２００９年度 

各国各地においてより質の高いアクショ
ンリサーチをめざし、最終評価の方法等を確
定するなど最終報告に向けた準備を行う。 
２０１０年度 
最終評価を実施し最終報告会を実施する

ことで、本研究の成果をとりまとめる。また
研究成果を学会や報告書において公表する。 
 
２．研究の進捗状況 
〈国際的ネットワーク拠点〉 

韓国のソウル市立知的障害人福祉館及び

ナザレ大学との関係を深化させ、毎年相互に
研究交流集会を開催している。特に韓国ナザ
レ大学とは交流協定を締結するに至ってい
る。また、英国マンチェスター大学との交流
を行い、共著論文執筆について話し合うまで
に至っている。また、英国ロンドン大学との
関わりの深まりやフランスとの教育的ライ
フストーリー研究の交流の深まりなども見
られる。 

しかしながら、研究体制の違いなどによっ
て当初の目標を達成できていない部分もあ
る。ミネソタ大学との関係が形成されつつあ
るが、拠点として機能するところまでは至っ
ていない。中国東北師範大学との交流も２０
１０年度中に少しでも前進させたいところ
である。 

 
〈国内のアクションリサーチ〉 
 神戸大学の実施している「のびやかスペー
スあーち」での取り組みは、この３年間で社
会的評価も得て、インクルーシヴな社会づく
りの拠点モデルとして機能してきている。こ
の実践的研究をめぐる理論や評価枠組みに
ついての検討も順次行われている。 
 都市型中間施設として、より機能する実践
モデル開発のために、いくつかの新しい取り
組み（大学の資源を用いた障害のある人たち
の現場実習と学生のキャリア教育を組み合
わせた実践、地域社会の中で長期的に共に生
きる関係を形成するための実践）も始め、そ
れらのための理論や評価枠組みについての
論議も進めてきている。 
 多様な社会問題を横につなぐボランタリ



ーな実践モデル形成についても理論や評価
枠組みを行ってきている。 
 社会福祉協議会をフィールドとして、多様
な社会資源、社会的な問題をつなぐ実践モデ
ルの理論化も進んでいる。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
〈理由〉 
 アクションリサーチを国際的な連帯の中
で進めていこうという構想について、韓国、
英国とは順調に進めることができており、交
流による成果も表れてきている。特に韓国と
は、毎年研究交流集会を開催することができ
ており、相互に刺激し合う関係になっている
点は高く評価できると考える。しかしその一
方で、中国、米国をはじめとしたその他の地
域との研究協力は、相互の息が合わない状態
が続いている。研究期間内に一歩でも実質的
な交流に近づくことができたらと考えてい
る。 
 国内のアクションリサーチは、概ね予定通
りあるいは予定を上回る成果が表れている。
研究成果として表れている部分は言うまで
もないが、それ以外にも重要なデータが着実
に蓄積されていることは高く評価できると
思う。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今年度は以下の点を強化した研究を進め
ていく。①アクションリサーチの推進とさら
なるデータの蓄積、②蓄積されてきたデータ
を整理する。③整理されたデータに基づいた
研究成果発表を行う。④国内外の拠点との継
続的な研究交流促進、⑤研究成果全体のまと
め。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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